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学校施設の老朽化の状況
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学校施設

【備考】
＊１ 熊野青藍高等学校については、木本高等学校及び紀南高等学校と同一の校舎であるため、学校数に含めていない。
＊２ 各県立高等学校（全日制）の主たる校舎の築年数（令和７年４月１日時点）
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53校*1中50校が築40年以上*2経過している

三重県立学校施設長寿命化計画

目的
計画的に学校施設の老朽化対策
を進めること

期間 令和２年度から令和16年度まで

対象
県教育委員会が所管する高等学
校、特別支援学校、中学校

学校施設の
目標耐用年数 80年



学校規模に関する地域の活性化協議会の意見
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第１回部会を受けて

規模が大きいことの利点

学校行事や部活動の充実が図られる

規模が小さいことの利点

全ての教職員が生徒一人ひとりの抱える
背景等を把握しやすい

専門性の高い教員を配置し、
多様な科目が開設できる

体験的な学習や校外学習を
機動的に行うことができる

多くの友人と出会い、
多様な価値観に触れることができる

大勢の中で過ごすことが苦手な
生徒も通いやすい
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